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「閉ざされた墓から」
（イエスの埋葬）

マルコ15:42-47

挽地茂男
2019.9.29 日本基督教団千歳丘教会

「おくりびと」という映画があり

ます。この映画は「納棺師」(亡くな

った方のご遺体を棺に収める仕事

をする人)を主人公にした映画で、

(第81回)アカデミー賞の外国語映

画賞、(第32回)モントリオール世

界映画祭 グランプリ、(第32回)

日本アカデミー賞で最優秀作品賞

を含めた十冠を達成するなど多く

の賞を受賞した作品です。本木雅

弘が主演しています。

主人公の小林大悟はプロのチェ
だ い ご

ロ奏者として東京の管弦楽団に席

を置いていましたが、ある日突然

楽団が経営難から解散し、夢を諦

め、妻(美香/広末涼子)とともに

田舎の山形県酒田市へ帰ることに

なりました。就職先を探していた

大悟は、新聞で「旅のお手伝い」

と 書 か れ た NKエ ー ジ ェ ン ト

(NK=No-Kan)という会社の求人

広告を見つけます。会社の名前か

らしてもてっきり旅行代理店の求

人と思い込んだ大悟は、「高給保

障」や「実労時間僅か」などの条

件にも惹かれて面接に向かいま

す。面接した社長(山崎努)は履歴

書もろくに見ず「うちでどっぷり

働ける？」の質問だけで即「採用」

と告げ、名刺まで作らせます。大

悟はその業務内容が実は死への

「旅立ちのお手伝い」であり、具

体的には納棺、つまり亡くなった

方のご遺体を棺に収める仕事と知

って困惑しますが、強引な社長に

押し切られる形で就職することに

なります。しかし妻には「冠婚葬

祭関係」としか言えず、妻は結婚

式場に就職したものと勘違いして
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しまいます。出社早々、納棺の解

説DVDの遺体役をさせられ散々

な目に遭い、さらに最初の現場で

は、夏場に孤独死して二週間を経

過した高齢女性の腐乱屍体の処理

を任され、大悟は仕事の厳しさを

知ります。

それでも少しずつ納棺師の仕事

に充実感を見出し始めていた大悟

でしたが、噂で彼の仕事を知った

幼馴染の銭湯の息子の山下(杉本

哲太)から「もっとましな仕事に

就け」と白い目で見られ、妻の美

香にも「そんな汚らわしい仕事は

辞めて」と懇願されます。大悟は

態度を決めきれず、それに腹を立

てた美香は実家に帰ってしまいま

す。さらに、ある現場で不良学生

を更生させようとした列席者が大

悟を指差しつつ「この人みたいな

仕事して一生償うのか?」と発言

したのを聞いたことを機会に、つ

いに退職の意を社長に伝えようと

しますが、社長がこの仕事を始め

たきっかけや独特の死生観を聞

き、思いとどまります。

場数をこなしそろそろ一人前に

なった頃、突然美香が大悟の元に

戻ってきます。妊娠を告げられ、

再び納棺師を辞めるよう迫られた

大悟に仕事の電話が入ります。そ

れは、一人で銭湯を切り盛りして

いた山下の母、ツヤ子(吉行和子)

の納棺の依頼でした。山下とその

妻子、そして自分の妻の前でツヤ

子を納棺する大悟。その細やかで

心のこもった仕事ぶりによって、

彼は妻の理解も得、山下とも和解

します。

亡くなった方のご遺体を棺に収

め、別れの場に立ち会い故人を送

る。ただそれだけのことなのです。

しかし納棺師がご遺体を丁重に扱

うその細やかな所作に死者に対す

る真の敬意を見取った人たちは、

亡くなった一人の人の人生の重

み、その人生の紆余曲折を思いな

がら、一緒に生きた人に対する優

しい愛情に満たされていきます。

一つの死を通して、人は一つの人

生を見つめ直し、また自分の人生

を見つめ直し、新たに人(人生)と

の出会う可能性を与えられます。
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映画に出てくるある納棺式の場面

では、妻の納棺式に納棺師の到着

が遅れて、激怒した主人が納棺師

に向かって怒鳴り散らします。し

かし、納棺を終えた後、涙しなが

ら「あいつ今までで一番綺麗でし

た」と感謝と謝罪を伝えます。

そんなある日、大悟の元にすで

に亡くなっている母宛ての電報が

届きます。それは大悟が子供の時

に家庭を捨てて出て行った父(淑

希)の死を伝えるものでした。「今

さら父親と言われても…」と当初

は遺体の引き取りすら拒否しよう

とする大悟に、自らも帯広に息子

を残して男に走った過去があるこ

とを告白したNKエージェントの

事務をしている同僚の上村(余貴

美子)は「最後の姿を見てあげて」

と説得します。美香の勧めもあり、

社長に車を借りて遺体の安置場所

に向かった大悟は、３０年ぶりに

対面した父親の納棺を自ら手掛け

ます。

さて主イエスのご遺体です。「放っ

ておいてもいいんじゃないですか。

どうせ復活するのですから。」それ

は主イエスに愛情のかけらも感じ

たことのない人の発言です。でも

実際、放って置くとどうなったの

でしょうか。ヨハネ福音書がその

辺の情報を伝えてくれます。ヨハ

ネ福音書１９章３１－３７節。

「19:31 その日は準備の日で、翌

日は特別の安息日であったので、

ユダヤ人たちは、安息日に遺体を

十字架の上に残しておかないため

に、足を折って取り降ろすように、

ピラトに願い出

た。19:32 そこ

で、兵士たちが

来て、イエスと

一緒に十字架に

つけられた最初

の男と、もう一

人の男との足を折った。19:33 イ

エスのところに来てみると、既に

死んでおられたので、その足は折

らなかった。19:34 しかし、兵士

の一人が槍でイエスのわきを刺し

た。すると、すぐ血と水とが流れ

出た。19:35 それを目撃した者が

証ししており、その証しは真実で

ある。その者は、あなたがたにも

信じさせるために、自分が真実を

語っていることを知っている。19

:36 これらのことが起こったの

は、『その骨は一つも砕かれない』

という聖書の言葉が実現するため

であった。19:37 また、聖書の別
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の所に、『彼らは、自分たちの突

き刺した者を見る』とも書いてあ

る。」

この日は特別な事情がからんでいま

した。翌日は安息日、しかも特別な

安息日――過越祭期間中の安息日――

で、律法の規定(申命記21:22-23)で、

屍体を野ざらしにしておく訳にはい

かなかったのです。主イエスはすで

に死んでいたので足の骨を折らなか

ったと言われています。ということ

は、足の骨を折られた他の２人の受

刑者にはまだ息があったと(生きてい

た)いうことになります。十字架刑は、

ふつうさらし者にするのが目的です

から、生きたまま途中で十字架から

下ろすということはないのですが、

何かの理由で十字架から降ろす必要

がある場合には、足を折って歩行不

能の状態にしてヒンノムの谷の屍体

の廃棄場に捨てた(放置・遺棄した)

のです。このヒンノムの谷は、エル

サレムの南西部にある峡谷で通称

ゲヘナと呼ばれます。旧約時代に異

教の神モレクに子供を捧げて、火渡

りをさせたり、子供を焼き殺したり

する、幼児犠牲が盛んに行われた場

所なのです。後には、町の汚物や動

物・罪人の死体が焼却されたことか

ら、死後罪人が罰せられる場所、す

なわち〈地獄〉の同義語となります。

〈ゲ〉はヘブライ語で谷という意味

です。ゲ＋ヒンノム(~NOhi yGE) ＝「ヒン

ノムの谷」が音便化して〈ゲヘンナ(ゲ

ヘナ)〉になります。邪悪な者たち

を罰するための火が燃えている場

所、生きていようがすでに死んでい

ようが、そこが受刑者の体が行き着

くところなのです。安息日が近づい

ています。受刑者の体を取り下ろさ

ねばなりません。もちろん主イエス

の遺体も、取り下ろさなければなり

ません。明日は特別な安息日なので

す。そして取り下ろした体はエルサ

レムの城外のヒンノムの谷(ゲヘナ)

に遺棄することになるのです。足を

折られた囚人も、息のあるままその

谷に遺棄されるのです。

ユダヤの安息日は金曜日の日没か

ら始まります〔明けるのは土曜日の

日没です〕。主イエスが絶命された金

曜の午後３時ですから、日没が午後

６時だとすれば〔2019年 04月 01日 ,
日 の 出 06:27:21AM／ 日 の 入 り
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06:58:29 PM／日長 12h 31m 8s 〕、

あと３時間しかありません。しかも

マルコは「既に夕方に」なっていた

と伝えます。３時間もありません。

なんとかしなければなりません。４

２－４３節。「15:42 既に夕方にな

った。その日は

準備の日、すな

わち安息日の前

日であったので、

15:43 アリマタ

ヤ出身で身分の

高い議員ヨセフが来て、勇気を出

してピラトのところへ行き、イエ

スの遺体を渡してくれるようにと

願い出た。この人も神の国を待ち

望んでいたのである。」一人の議員

が勇気を出しました。この「勇気を

出して」という表現はマルコにしか

ありません。とても含みの多い表現

です。時間が迫って来る。このまま

だと、主イエスの体がヒンノムの谷

に捨てられる(放棄される)。どうし

ようか、考えても焦る気持ちがつの

るばかり。男性の弟子たちは一人も

いません。すべて逃げてしまってい

ました。しかし、いたとしてもガリ

ラヤ訛で、ご遺体の取り下げを願い

出れば、自分の身に危険がおよびま

す。今近くにいるのはガリラヤから

主イエスに従ってきた女性たちだけ

です。アリマタヤのヨセフは「勇気

を出し」ます。アリマタヤという地

名には不確定な要素もあるのですが、

エルサレムから北へ１０.８キロに位

置するラマタイム・ツォフィム

〔通称ラマ〕だと言われています。

訛は問題ありません。ヨセフはピ

ラトの許にまいります。

さて今日初めて登場したこのヨ

セフはどのような人物だったので

しょうか。このヨセフについて四

つの福音書が伝える情報を総合す

るとこのようになります。彼は(1)

金持ち(マタイ)で、(2)身分が高

く(マルコ)、(3)善良な正しい人

（ルカ）で、人の主張が間違って

いたり不当な場合は、(4)同僚の

決議や行動にも同意しなかった人

で(ルカ)、〔おそらくサンヒドリ

ンの〕(5)議員(マルコ、ルカ)の

１人で、(6)神の国を待ち望んで

いました(マルコ、ルカ)。しかも

マタイとヨハネは、彼が(7)イエ

スの弟子(マタイ、ヨハネ)だった

と伝えています。そしてヨハネが

伝えるところによると、アリマタ

ヤのヨセフは、ユダヤ人を恐れて、

自分がイエスの弟子であることを

隠していたのです。隠れキリシタ
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ンだったのです。しかし主イエス

の遺体が処分されるまでもう時間

がありません。自分の身をかばっ

ている場合でしょうか。もう夕方

です。日が沈むまでが勝負です。

ヨセフは「勇気を出して」総督ピ

ラトの許にまいります。そして「イ

エスの遺体を渡してくれるように

と願い出」ました。

それを聞いてピラトは驚いたよ

うです。４４－４５節。「15:44

ピラトは、イエスがもう死んでし

まったのかと不思議に思い、百人

隊長を呼び寄せて、既に死んだか

どうかを尋ねた。15:45 そして、

百人隊長に確かめたうえ、遺体を

ヨセフに下げ渡した。」「不思議に

思い」という翻訳は少し弱すぎま

す。この言葉は、主イエスの奇跡

を目撃した群集が「驚いた」とい

う時の「驚く」という言葉です。

ピラトの「驚き」には自責の念が

含まれています。釈放すべき人を

死なせてしまった。「えっ。死ん

でしまったのか。」小さな決定と

思っていることが、大きな事態に

つながっていくことがあるので

す。手を洗って主イエスの処刑と

自分は関係が無いことを表明した

ものの、後味はよくありませんで

した。今朝くだした決断の結果が、

今出てきたのです。１００人隊長

に死亡を確認させた上で、遺体を

下げ渡しました。特例でした。ピ

ラトはゲヘナに廃棄するはずのイ

エスの屍体を、ヨセフの嘆願を受

けて下げ渡したのです。ピラトは

せめて屍体だけでも人間的に扱い

たいと思ったのでしょうか。わか

りません。

キリスト教には、ピラトについ

ての正反対の二つの伝承が残って

います。その一つはピラトが自殺

したという「自殺説」です。紀元

３－４世紀の人で「教会史の父」

と呼ばれる教会歴史家のエウセビ

オス(260頃-339)はその『教会史』

という著作の中で、ピラトが(第

三代ローマ)皇帝カリグラ帝によ
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ってガリアに流され、そこで自殺

したという伝承を伝えています

（エウセビオス『教会史』Ⅱ7）。
もう一つは「聖人説」です。この

イエスの事件の後ピラトは自分の

罪を悔いてキリスト教に改宗し、

熱心な信徒となったという伝承が

東方諸教会（コプト正教会、エチ

オピア正教会）に保存されていま

す。東方諸教会ではピラトを聖人

とし祀ります。いずれが正しいの

か、判断もつきませんが、いずれ

にしましても、主イエスの死が、

ピラトの後の生涯と深く結びつい

ているような気がしてなりませ

ん。

さて下げ渡されたご遺体を前に

して、ヨセフはホッと胸をなで下

ろしたことでしょう。主イエスの

ご遺体は廃棄される寸前だったの

です。安息日がそこまでせまって

いたのですから、ヨセフは絶妙の

タイミングで申し出を行ったので

した。でもご遺体の下げ渡しを受

けただけで、ホッとばかりもして

いる訳にはいきません。やること

はまだあるのです。しかも安息日

までのカウントダウンが始まって

います。納棺師がするように、主

イエスのご遺体を、丁寧に拭き清

め死に化粧をしている時間も、永

久の別れを惜しみ、お弔いに長時

間を使うことも出来ないのです。

では墓は？。そうです。墓はど

うするのか。このあとご遺体を納

める墓はどうなるのでしょう。ガ

リラヤ生まれの主イエスにとっ

て、エルサレムに地所(自分の土

地)をもち、墓まで用意してある

ことなど想像も出来ません。当然、

今から墓の購入などと、悠長なこ

とをしている時間は無いのです。

マタイ福音書は、その墓について

こう報告しています。マタイ２７

章６０節。ヨセフは主イエスのご

遺体を「岩に掘った自分〔ヨセフ〕

の新しい墓」に納めた。ヨセフは

エルサレムに自分の墓を所有して

いたのです。おそらく彼は、ピラ

トの許に遺体の下げ渡しを願い出

る時には、頭の中ですでに、この

墓を使おうと考えていたのでしょ

う。
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いよいよ主イエスのご遺体を、

その墓に納める段階です。４６節。

「15:46 ヨセフは亜麻布を買い、

イエスを十字架から降ろしてその

布で巻き、岩を掘って作った墓の

中に納め、墓の入り口には石を転

がしておいた。」十字架から主イ

エスのご遺体を取り下ろし、その

後、遺体を墓まで搬送する作業を

行ったのは、おそらくヨセフと彼

の使用人たちでしょう。しかしヨ

ハネによる福音書は、十字架から

取り下ろして亜麻布で巻いて、墓

に納めるまでの間に意外な人物の

登場を知らせます。ヨハネ１９章

３９節。「19:39 そこへ、かつて

ある夜、イエスのもとに来たこと

のあるニコデモも、没薬と沈香を
じ ん こ う

混ぜた物を百リトラばかり持って

来た。」あの夜中に主イエスの許

に教えを請う

ためにやって

来たことのあ

るニコデモが

姿を現したの

です。手には

百 リ ト ラ の

「没薬と沈香の混ぜ物」(おそら

く軟膏／クリーム状のもの)を持

っていました。１リトラが約３２

６ｇですから、百リトラで、３２,

６００ｇつまり３２,６ｋｇ。相

当の量です〔おそらく使用人に運

ばせたのでしょう。標準的な大き

さの500g入りのシャンプーであれ

ば64本分〕。かつて十字架を前に

して、主イエスの頭に注がれた純

粋なナルドの香油、売れば３００

デナリオン〔大人の約１年分の労

賃〕になるという、あの無名の女

が主イエスの葬りの準備として主

の頭に注いだ香油の量が１リトラ

ですから（マコ14:5／ヨハ12:3,

5）、ニコデモは、その百倍の量の

クリーム(軟膏)を持参したので

す。１人分としては法外に多い量

です。ニコデモは慌てていたので

しょうか。冷静に考えれば、そん

なに大量にはいらないことくらい

わかったと思うのですが。冷静に

など考えていられる状態ではなか

ったのかもしれません。居ても立

ってもいられず、あるものをひっ

さげて〔僕に持たせて〕兎にも角

にもやって来たのかもしれませ

ん。彼の気持ちがそうさせたので

す。ただ、この尋常ではない「没

薬と沈香の混ぜ物」の量は、ニコ

デモの気持ち、つまり主イエスに

対する彼の尊敬や思慕の大きさを
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教えてくれます。ニコデモの主イ

エスに対する尊敬や思慕から出て

くる量としては、相応の量だった

のかもしれません。量はたっぷり

あっりました。しかし時間があり

ません。香料を添えて早速にご遺

体を亜麻布に包み込みます。

わたしたちの生きる現代の日本の

お葬儀は、どんな手順をとるでしょ

うか。わたしたちの場合、人が亡く

なりますと――そこからご葬儀の準備

とプロセスが始まっていくわけです

が――最初にすることはまずは連絡。

親族や関係者に連絡をして、お葬儀

の準備を整えていくことになります。

そしてまず具体的には、医師の死亡

診断書を発行していただいて、病院

費用の精算を済ませます。役所への

届けも必要です――でないと埋葬の許

可が下りません〔主イエスの場合ピ

ラトの決済だけでＯＫです〕。つぎに

喪主(ないし葬儀委員長)を立てな

ければなりません。〔アリマタヤ

のヨセフは自ら決意しました〕。

そして司式者や葬儀社と打ち合わ

せて日取りを決めます。ふつう友

引を避けます。〔斎場が葬祭業務

をやっていません。主イエスの場

合は選んでいる余地はありません

でした〕。お手伝いをしてくださ

る方や身内には、やるべきことや

仕事の分担を連絡することも必要

になります。司式者は葬儀の内容

をご親族、葬儀社と相談しながら

最終決定します。〔ヨセフは僕た

ちに最小限の指示を与えます〕。

さてご遺体の引き渡しです。その前

に、最近の病院ではかつての湯灌に

あたるエンゼルケアが看護師によ

って施され、身支度が調えられま

す〔主イエスには時間がありませ

ん〕。移動の準備が整いました。

いよいよ寝台車を使って、葬儀の会

場に安置するか、あいるは、一端ご

自宅に戻ります〔主イエスのご遺体

は墓に直葬です。主イエスの葬送に

ついてはこれでタイムリミットです。

あとは何も出来ません〕。一般のご葬

儀ではこれからが本番です。葬儀を

催して、故人の人生を振り返り、と

もに過ごした来し方を偲び、その出

会いに感謝する。神の守りと恵みを
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感謝し、神の御許にある豊かな慰め

と平安を祈りつつ、納棺式、葬儀、

火葬前式、火葬、そしてのちの納骨

をもって、故人を神のみ手に委ねま

す。主イエスは、１人か２人の少数

の弟子の手によって、日没を前にし

て手早く、ヨセフの所有する墓の中

に安置されました。そして彼らは「墓

の入り口に(は)石を転がしておい

た」のです。

アリマタヤのヨセフは〔そしてお

そらくニコデモも〕、大役をなし終え

ました。一方で、その大役の一端を

担いたいと思いつつ、担いえないで

いた人たちがいました。主イエスの

ご遺体を手厚く葬りたいと切望して

いた婦人たちが居ました。イスラエ

ル北部のガリラヤの田舎から、不案

内な(不慣れな)エルサレムという首

都にやって来て、自分の敬愛する指

導者・師を失い、何をどうしていい

かも分からず、右往左往するしかな

かった婦人たち。今はただ主イエス

への思慕の念だけが彼女たちを動か

します。その思いだけが彼女たちの

導き手だったと言ってもいいかもし

れません。マルコは名残を惜しむ彼

女たちの視線を文章に残しました。

４７節。「15:47 マグダラのマリア

とヨセの母マリアとは、イエスの

遺体を納めた場所を見つめてい

た。」この「見つめていた」はもう

少し強い言葉です。この動詞(qewrevw

セオレオー)は英語のセオリー

(theory)つまり理論という言葉の元の

言葉なのです。「じっと見つめる」「よ

く観察する」という意味です。理論

というものは「じっと見つめる」と

ころから、また「よく観察する」と

ころから出てくるものなのです。も

う一度４７節。「15:47 マグダラの

マリアとヨセの母マリアとは、イ

エスの遺体を納めた場所をじっと

見つめていた。」

その眼差しが３日後、安息日の明

けた週の初め日の彼女たちの行動に

つながるのです。彼女たちのその行

動は次のように報告されています。

１６章１－２節。「マル16:1 安息

日が終わると、マグダラのマリア、

ヤコブの母マリア、サロメは、イ

エスに油を塗りに行くために香料

を買った。

1 6 : 2 そし

て、週の初

めの日の朝

ごく早く、

日が出ると

すぐ墓に行

った。」



- 11 -

主イエスがなくなった３日前の金曜

日からずっと、彼女たちは、そのご

遺体のそばにいたかったのです。そ

して最後のお別れをすることを願っ

ていたのです。

故人を大切にし、そのご遺体を注

意ぶかく大切に扱うことは、古代

(後期の)ユダヤ教にとっては、非

常に重要であり、そのような姿勢

が聖書の周辺に成立する外典の伝

承の中にも反映しています。その

伝承は、アブラハムの遺体を天使

が世話をしたと語ることによっ

て、その死を別格のものとして語

ります。まさにアブラハムのご遺

体に施されたエンゼルケアです。

「そして天使たちは、アブラハム

の高貴な魂を、自分たちの手の中

で、神の編んだ亜麻布にくるんだ。

そして天使たちは、死後３日目の

日まで、義人アブラハムの遺体に、

神の軟膏と香料を塗って世話をし

ました。そして天使たちは、アブ

ラハムを約束の地に埋葬しまし

た 」（「 ア ブ ラ ハ ム の 遺 訓 」

T.Abr.20:10b-11. 成立は紀元２世

紀と推定）。死後３日間、埋葬す

るまでの間、天使がアブラハムの

ご遺体に寄り添い、手厚く世話を

したと記されています。「天使た

ち」や「神の編んだ亜麻布」「神

の軟膏と香料」といった神話的な

表現は、アブラハムの死がどれほ

ど尊いものと考えられていたかを

表します。と同時に、ここには大

切な人を葬る際の当時の「喪の作

業」の一端が垣間見えます。婦人

たちも主イエスの体に香料を塗

り、主イエスの生涯を偲び、その

教えと愛とを思い起こしつつ、再

び心を温められつつ、しっかりお

別れをしたかったのでしょう。香

料を買い、週の初めの日つまり日

曜日の朝一番に、墓に出かけてい

きました。彼女たちの眼差しには、

するべき世話ができなかった慚愧

の念と、週明けにはなんとかでき

るという淡い期待がこもっていた

のでした。

最初に紹介した「おくりびと」

の原作者〔最終的には作品の解釈の

違いから、原作者を辞退〕である青

アブラハムの埋葬（創２５：７－８）
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木新門は原作『納棺夫日記』の中で、
し ん も ん

自分が経験した死についての原体験

をこう書いておられます。「私が父母

に連れられて旧満州（現中国東北部）

へ渡ったのは四歳の時である。終戦

は八歳であった。／現地で生まれた

妹と弟は、引き上げを待つ難民収容

所で次々に死んでいった。母も発疹

チフスで死んだようになっており、

知らないおばさんと一緒に、多くの

屍体が積んである所に妹と弟の死骸

を捨ててきた記憶が今も鮮明に残っ

ている。」著者は、捨てられるしかな

かった体をもう一度取り上げるよう

にして、納棺師としてご遺体の一体

一体に思いを込めるようになってい

きます。

捨てられるはずだった主イエスの

体。その体を大切に取り上げる喪の

作業は、隠れキリシタン(弟子)・ヨ

セフの自分の社会的立場もかけた、

信仰の業としてなされました。ご遺

体はもう、いまは閉ざされた墓の中

にあります。わたしたちの信仰の大

切な要素である「復活」の信仰を一

旦停止してください――強い言葉で申

し上げれば、「一旦捨ててください」。

閉ざされた墓の内外に漂う「喪の空

気」を十分に感じたいと思います。

その時、わたしたちも主イエスの

その死せる体の来し方を思い、その

生涯に表された神の御業を確認し、

不十分になされたがゆえにわたした

ちの参与を残している喪の作業を、

主イエスを慕う婦人たちと同じ思い

をもって、あの「信じられないメッ

セージ」がわたしたちに届くまで、

静かに主の死を思いましょう。

わたしたちの心には、感謝と賛美

の思いが湧いてこないでしょうか。

わたしたちのために、十字架でその

救いの御業を全うしてくださった主

イエスとともに、また、新しい一週

間を歩み出しましょう。祈ります。

2019.9.29 日本基督教団千歳丘教会
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15:42 既に夕方になった。その日

は準備の日、すなわち安息日の前

日であったので、

15:43 アリマタヤ出身で身分の高

い議員ヨセフが来て、勇気を出し

てピラトのところへ行き、イエス

の遺体を渡してくれるようにと願

い出た。この人も神の国を待ち望

んでいたのである。

15:44 ピラトは、イエスがもう死

んでしまったのかと不思議に思

い、百人隊長を呼び寄せて、既に

死んだかどうかを尋ねた。

15:45 そして、百人隊長に確かめ

たうえ、遺体をヨセフに下げ渡し

た。

15:46 ヨセフは亜麻布を買い、イ

エスを十字架から降ろしてその布

で巻き、岩を掘って作った墓の中

に納め、墓の入り口には石を転が

しておいた。

15:47 マグダラのマリアとヨセの

母マリアとは、イエスの遺体を納

めた場所を見つめていた。

15:42 Kai; h[dh ojyiva" genomevnh", ejpei;

h\n paraskeuhv o{ ejstin prosavbbaton,

15:43 e jlqw ;n ! Iwsh ;f (o J ) a jpo ;

@Arimaqaiva" eujschvmwn bouleuthv", o}"

kai; aujto;" h\n prosdecovmeno" th;n

basilei van tou ' qeou ', tolmhvsa"

eijsh'lqen pro;" to;n Pila'ton kai;

hj/thvsato to; sw'ma tou' !Ihsou'.

15:44 oJ de; Pila'to" ejqauvmasen eij h[dh

tevqnhken kai; proskalesavmeno" to;n

kenturivwna ejphrwvthsen aujto;n eij

pavlai ajpevqanen:

15:45 kai; gnou;" ajpo; tou' kenturivwno"

ejdwrhvsato to; ptw'ma tw'/ !Iwshvf.

15:46 kai; ajgoravsa" sindovna kaqelw;n

aujto;n ejneivlhsen th'/ sindovni kai;

e[qhken aujto;n ejn mnhmeivw/ o} h\n

lelatomhmevnon e jk pe vtra" kai ;

prosekuvlisen livqon ejpi; th;n quvran

tou' mnhmeivou. 15:47 hJ de; Mariva hJ

Magdalhnh; kai; Mariva hJ !Iwsh'to"

ejqewvroun pou' tevqeitai.


